
令和４年１月23日に行われた秦野市長選挙当日におけるLINEによる
投票依頼に関して、秦野市議会の対応は以下のとおり行いました。

令和４年３月23日  LINEによる投票依頼については、一般質問での
市長答弁や市民等からの要望を受け、関係機関に
よる判断を注視することとした

 ４月20日 正副議長に対して市長から説明とお詫び
 ４月22日～ 今後の対応について協議
 ５月９日 議長から市長に対して議員連絡会への出席を要請
 ５月16日  議員連絡会で全議員に対して市長から説明とお詫び

　なお、７月29日に、市長に対して、「秦野市長選挙における市民等
への適切な対応について」を要請しました。
　秦野市議会としては、法律に基づく最終判断については、関係機関に
よる判断を注視していくものです。
　詳しくは、秦野市議会ホームページをご覧ください。

〇
木
村
眞
澄
議
員
（
勤
続
20
年
以
上
）

　

昭
和
25
年
生
ま
れ
。
当
選
６
回
。
立

憲
民
主
党
。
副
議
長
、
文
教
福
祉
常
任

委
員
会
委
員
長
、
環
境
都
市
常
任
委
員

会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
下
大
槻
在
住

〇
八
尋
伸
二
議
員
（
勤
続
10
年
以
上
）

　

昭
和
37
年
生
ま
れ
。
当
選
３
回
。
無

所
属
。
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
委
員

長
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、
文
教

福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

堀
西
在
住

議会だよりへの意見を
お待ちしております

第2回（6月）定例月会議

◆市長選挙における議会の対応 １面
◆一般質問 ２・３・４・５面
◆議案審議 ６面
◆陳情・意見書 ６面
◆政策提案に向けた動き ７面
◆審議結果一覧表  ８面
◆第３回（９月）定例月会議 ８面

　

令
和
４
年
１
月
か
ら
秦
野
市
議
会
は
通
年
会
期
制
に
移
行
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
を
通
じ
、
政
策
提
案
に
向
け
た
議

論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
７
面
の
特
集
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主 な 内 容

　
第
２
回
（
６
月
）
定
例
月
会
議
は
、
６
月
２
日
か
ら
６
月
21
日
ま
で
の
20
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
月
会
議
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
市
長
提
出
議
案
等
14
件
（
う

ち
、
報
告
８
件
）
の
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
３
件
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

秦野市議会は令和４年１月１日から通年会期制に移行しました！ 詳しくは
こちら→
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発行：秦野市議会　編集：議会報編集委員会
〒257－8501 神奈川県秦野市桜町一丁目３番２号
☎0463-82-9652

第245号

秦野市議会 こちらからも
アクセスできます

夏の元気な花ヒマワリが大きく咲いています（撮影者・栗原正行さん）

今号（第245号）は、4人から 10作品の応募がありました。次号（第 246号）の表紙写真の募集はありません

政
策
提
案
に
向
け

常
任
委
員
会
の
議
論
が
活
発
に

政
策
提
案
に
向
け

常
任
委
員
会
の
議
論
が
活
発
に

通
年
会
期
制
を
活
用
し

政
策
提
案
に
向
け
た
議
論
を
展
開

市長選挙におけるLINEによる投票依頼に関する議会の対応露
木
順
三
議
員
の
逝
去
を
悼
む

永
年
勤
続
議
員
表
彰

　

５
月
25
日
（
水
）
の
全
国
市
議
会

議
長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
木
村

眞
澄
議
員
が
勤
続
20
年
以
上
、
八
尋

伸
二
議
員
が
勤
続
10
年
以
上
の
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

木村眞澄議員八尋伸二議員

　

秦
野
市
議
会
議
員
露
木
順
三
氏
は
、

去
る
６
月
９
日
、
70
歳
で
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

露
木
議
員
は
、
平
成
19
年
９
月
の

当
選
以
来
、
４
期
15
年
余
り
に
わ
た

る
議
員
活
動
で
、
副
議
長
を
は
じ
め
、

総
務
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、
金
目
川

水
害
予
防
組
合
議
会
議
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
、
本
市
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
６
月
定
例
月
会
議
に
お

い
て
、
哀
悼
決
議
を
決
定
し
、
故
人
に

黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
議
会
代
表
（
今
井

実
議
員
）
と
市
長
か
ら
故
人
を
し
の
び

追
悼
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　
哀 

悼 

決 

議

秦
野
市
議
会
議
員

露
木
順
三
氏
の
御
逝
去
を

悼
み
謹
ん
で
御
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

令
和
四
年
六
月
二
十
一
日

秦
野
市
議
会
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市の花なでしこ

自
民
党
秦
野　
　
　
高
橋　
文
雄

一　
新
型
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

問　
新
型
感
染
症
の
第
６
波
と
言
わ
れ

て
い
る
中
、
小
康
状
態
と
も
感
じ
ら
れ

る
が
、
今
後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
３
密
の
回
避
、
マ
ス
ク
、
手
洗
い

の
励
行
な
ど
、
基
本
的
な
感
染
症
対
策

の
継
続
が
何
よ
り
大
切
で
あ
り
、
国
は

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク
着
用
の

考
え
方
を
一
部
緩
和
し
て
い
る
。
教
育

面
で
は
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、

「
教
育
を
止
め
な
い
」
と
い
う
目
標
の

も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
で
き
る
限
り
教

育
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
努
め
て
い

く
。
経
済
面
で
は
、
利
子
補
給
の
実
施

な
ど
、
経
済
団
体
と
協
調
し
た
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

要
望　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
特
に
立
場

が
弱
い
人
た
ち
へ
の
な
お
一
層
の
支
援

を
行
っ
て
ほ
し
い
。

二　
市
の
花
・
な
で
し
こ
に
つ
い
て

問　
本
市
で
は
、
以
前
か
ら
な
で
し
こ

の
原
種
の
栽
培
普
及
を
行
っ
て
い
る
が
、

①
市
の
花
の
選
定
経
過
は
、
②
委
託
育い

く

苗び
ょ
うの
考
え
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
自
然
保
護
意
識
の
高
揚
と
花
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

２
２
０
通
の
応
募
の
中
か
ら
、
審
査
委

員
会
を
経
て
、
昭
和
47
年
４
月
に
選
定

し
た
。
②
令
和
３
年
度
か
ら
ゴ
ー
ヤ
の

里
親
制
度
を
創
設
し
、
市
民
の
協
力
に

無　
所　
属　
　
　
伊
藤　
大
輔

一　
秦
野
市
長
選
挙
に
お
け
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
使
っ
た
選
挙
運
動
に
つ
い
て

問　
投
票
日
の
投
稿
は
、
公
職
選
挙
法

第
１
２
９
条
に
違
反
す
る
と
考
え
る
が

選
挙
管
理
委
員
会
の
見
解
は
ど
う
か
。

答　
法
令
上
、
調
査
す
る
権
限
が
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
実
際
に
行

わ
れ
た
行
為
が
法
律
に
抵
触
し
て
い
る

か
判
断
す
る
機
関
で
は
な
い
。

創　
和　
会　
　
　
福
森　
真
司

一　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
市
内

経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

問　
市
内
工
業
の
活
性
化
に
向
け
、
令

和
４
年
度
に
新
た
に
導
入
を
予
定
し
て

い
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ト
の
活
用
方
法
は

ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
本
市
独
自
の
電

子
地
域
通
貨
導
入
に
向
け
た
検
討
は
ど

の
よ
う
か
。

よ
り
苗
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
な
で

し
こ
の
普
及
に
当
た
り
、
今
後
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

意
見　
経
験
上
、
90
％
以
上
の
発
芽
率

が
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今

後
の
取
り
組
み
に
期
待
す
る
。

意
見　
誰
が
誤
送
信
し
よ
う
が
、
証
拠

が
存
在
す
る
限
り
、
誰
か
は
罰
せ
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
謝
っ
て
済
む
の

で
あ
れ
ば
、
警
察
は
い
ら
な
い
。

問　
「
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の

配
信
責
任
者
」
と
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
管
理
者
」

の
役
割
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
配
信
責
任
者
が
投
稿
案
を
テ
ス
ト

送
信
し
、
管
理
者
が
内
容
を
確
認
す
る
。

問
題
が
な
け
れ
ば
、
配
信
責
任
者
が
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
投
稿
す
る
と
い
う
流
れ
に
な

っ
て
い
る
。

問　
配
信
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
市

長
は
事
前
に
知
ら
な
か
っ
た
の
か
。

答　
ス
タ
ッ
フ
が
役
割
分
担
の
中
で
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
一
環
で
あ
り
、

事
前
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
、
前
述
の
と

お
り
で
あ
る
。

無　
所　
属　
　
　
吉
村　
慶
一

一　
幼
児
教
育
・
保
育
の
需
給
環
境
と

質
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
度
と
４
年
度
の
市
内
の

保
育
所
な
ど
の
入
所
率
（
４
月
１
日
現

在
、
入
所
者
数
を
定
員
数
で
除
し
た
も

の
）
は
、
95
％
か
ら
92
％
に
減
少
し
て

い
る
。
少
子
化
の
進
む
中
で
、
市
は
幼

児
教
育
・
保
育
に
お
け
る
需
給
環
境
を

ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
る
か
。

答　
希
望
す
る
園
に
入
所
で
き
な
い
保

留
児
童
数
は
、
４
年
度
初
め
に
は
依
然

と
し
て
61
人
存
在
す
る
。
市
と
し
て
は
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
鑑
か
ん
がみ
な
が
ら
、
待
機

児
童
対
策
と
民
間
園
の
安
定
的
な
運
営

に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問　
公
民
の
保
育
所
な
ど
と
の
公
的
な

協
議
の
場
と
し
て
、
「
秦
野
市
幼
・
保

無
所
属
の
会　
　
　
古
木　
勝
久

一　
公
正
な
選
挙
等
に
つ
い
て

問　
市
長
選
挙
投
票
日
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

の
投
票
依
頼
を
疑
問
視
す
る
市
民
の
声

が
あ
る
。
一
方
、
投
稿
写
真
に
は
必
勝

の
襷
た
す
きを
か
け
た
子
ど
も
が
写
っ
て
い
る
。

未
成
年
者
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
は
好

ま
し
く
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
未
成
年
者
を
選
挙
に
利
用
す
る
意

図
は
な
か
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

問　
客
観
的
に
振
り
返
っ
て
、
市
長
は

現
在
も
公
職
選
挙
法
違
反
は
な
か
っ
た

と
確
信
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答　
違
反
と
な
る
か
否
か
を
判
断
す
る

答　
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ト
は
、
総
合
見
本

市
「
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
ヨ
コ
ハ
マ
」

で
の
映
像
配
信
、
企
業
が
行
う
取
引
企

業
と
の
商
談
会
や
市
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
企
業
の
認
知

度
向
上
に
つ
な
げ
る
。
電
子
地
域
通
貨

は
、
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
こ
そ
経

済
面
の
地
産
地
消
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
活
性
化
の
効
果
を
生
み
出
す
の
で
地

域
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
。

要
望　
電
子
地
域
通
貨
や
取
引
機
会
創

出
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ト
の
活
用
は
地
域

を
盛
り
上
げ
る
き
っ
か
け
と
し
て
期
待

さ
れ
る
。
既
存
企
業
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
し
、
充
実
し
た
取
り
組
み
に
な
る
よ

う
農
商
工
と
の
連
携
も
含
め
て
よ
り
良

い
運
営
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努

め
て
ほ
し
い
。

二　
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

問　
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入

デジタルサイネージなどを活用し
地域経済のさらなる盛り上げを

公正な選挙の確保を

開票事務の様子

保育の質の向上を

　一般質問は、６月14日、15日、16日の３
日間行われ、20人の議員が登壇しました。
　一般質問は、２面から５面に掲載していま
す。（質問者の文責により、質問と答弁の要
旨を掲載）
　なお、各議員の記事にあるＱＲコードを読
み込むと、一般質問の動画を視聴できます。
（通信費は利用者の負担となります。）

一 般 質 問

の
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
緊
急
情
報
メ
ー
ル
と
も
連
携
し
、

避
難
情
報
の
発
令
に
際
し
、
地
図
上
の

対
象
地
域
を
色
付
け
で
分
か
り
や
す
く

表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
避
難
へ

の
実
効
性
が
高
ま
る
。

要
望　
防
災
と
消
防
の
組
織
は
別
だ
が
、

情
報
共
有
を
緊
密
に
し
、
連
携
強
化
で

市
民
の
安
全
・
安
心
に
努
め
て
ほ
し
い
。

連
絡
協
議
会
」
が
あ
り
、
そ
の
規
約
に

よ
る
と
、
「
園
経
営
上
の
諸
問
題
に
つ

い
て
研
究
協
議
し
、
共
通
理
解
を
深
め

る
こ
と
」
と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
協
議

の
経
過
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
教
育
委
員
会
に
協
議
会
の
事
務
局

が
あ
る
が
、
子
ど
も
の
指
導
面
に
関
す

る
こ
と
以
外
の
テ
ー
マ
が
協
議
さ
れ
た

こ
と
は
な
い
。

問　
事
務
局
を
保
育
こ
ど
も
園
課
に
移

し
て
、
経
営
面
の
こ
と
を
も
っ
と
協
議

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
全
31
園
の
保
育
所
な
ど
が
集
ま
り
、

経
営
面
の
協
議
が
で
き
る
場
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。

要
望　
公
立
園
を
減
ら
せ
ば
市
の
財
政

負
担
は
４
分
の
１
に
な
る
。
浮
い
た
財

源
で
民
間
園
へ
の
補
助
を
増
や
せ
ば
、

保
育
の
質
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
実
行
し
て
ほ
し
い
。

立
場
に
は
な
い
。

問　
本
市
の
政
治
史
で
も
ま
れ
で
あ
る
。

今
後
の
選
挙
に
も
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
と
思
う
が
、
認
識
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
全
国
一
律
に
公
職
選
挙
法
が
適
用

さ
れ
公
正
な
選
挙
が
行
わ
れ
る
と
思
う
。

二　
堀
水
路
の
管
理
に
つ
い
て

問　
暗
き
ょ
上
の
公
共
残
土
の
盛
り
土

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
い
わ
ゆ
る
盛
り

土
条
例
に
あ
る
協
議
の
対
象
外
な
の
か
。

答　
公
共
残
土
が
問
題
に
な
っ
た
と
き

に
指
導
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、

市
全
体
で
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
を
整

理
し
、
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
る
。

問　
堀
水
路
の
水
害
対
策
な
ど
の
周
辺

整
備
に
つ
い
て
具
体
の
計
画
は
ど
う
か
。

答　
暗
き
ょ
上
部
に
は
土
砂
と
廃
棄
物

を
分
別
し
、
廃
棄
物
は
適
切
に
処
分
す

る
。
地
元
自
治
会
に
は
８
月
頃
ま
で
に

作
業
内
容
や
廃
棄
物
搬
出
後
の
土
地
利

用
計
画
案
も
併
せ
て
説
明
し
、
年
内
に

作
業
を
終
了
し
た
い
。
ま
た
遊
歩
道
な

ど
の
土
地
利
用
計
画
案
を
令
和
５
年
度

予
算
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議長公務（６月～８月）
議長の主な公務について
お知らせします。
より詳細な公務日程につ
いては、市議会ホームペ
ージで公開しています。

○６月
 ３日 （金）  公益社団法人秦野市シルバー人材セ

ンター第54回定時総会
 22日 （水） 第13回秦野市観光協会通常総会
 26日 （日） 第52回公募秦野美術協会展　表彰式
○７月
 ９日 （土）  インハイ　箱の中にインしている秦野

のハイスクールストゥーデンツよ、爆
発しろ！～二年間の青春を取り戻せ～

 14日 （木） 第75回秦野たばこ祭第２回実行委員会
 28日 （木） 県央八市議会議長連絡協議会
   定例会・議長研修会
○８月
 ５日 （金）  令和４年度秦野市戦没者追悼平和祈念

式典
 13日 （土） 夏休み子ども議場見学会

市
の
花
・
な
で
し
こ

原
種
普
及
の
取
り
組
み
の
強
化
を

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た

市
内
経
済
の
推
進
を

自
ら
の
選
挙
活
動
に
お
い
て
、
本
人
が
事
前
に
投
稿
内
容
を

把
握
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
違
和
感
が
あ
る

市
長
は
公
職
選
挙
法
違
反
で
は
な
い
か
と
い
う

市
民
の
声
に
納
得
の
い
く
説
明
を

保
育
所
な
ど
の
経
営
と
保
育
の
質
の
向
上

そ
し
て
市
の
財
政

意
見　
答
弁
に
虚
偽
が
な
い
場
合
は
、

行
為
者
で
あ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
配
信
責
任
者

が
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
。
虚
偽
が
あ
る
場

合
は
、
刑
事
的
な
責
任
を
問
わ
れ
る
前

に
、
即
刻
辞
職
す
べ
き
。
ま
た
、
第
３

の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、
行
為
者
で
あ
る

配
信
責
任
者
と
市
長
が
共
犯
と
い
う
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
投
稿

を
市
長
が
事
前
に
知
っ
て
い
た
の
か
が

ポ
イ
ン
ト
と
考
え
る
。

小菅　基司 議長
こちらから
アクセス
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ヤングケアラーの早期発見・支援を
（厚生労働省ＨＰより）

魅力的な体験型講座の企画を
（はだの歴史博物館）

部活動指導者を確保し
教職員の負担軽減を

線状降水帯の発生メカニズム
（気象庁ＨＰより）

公　
明　
党　
　
　
中
村　
英
仁

一　
通
学
路
の
安
全
強
化
に
つ
い
て

問　
本
市
の
通
学
路
の
安
全
強
化
に
向

け
た
、
今
後
の
新
た
な
取
り
組
み
の
導

入
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
通
学
路
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

登
録
制
度
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
歩
行
者
へ
の
注
意
を
促
す
路
面

標
示
シ
ー
ル
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
な
ど
効
果
的
な
路
面

標
示
の
導
入
も
検
討
し
て
い
く
。

要
望　
道
路
幅
が
狭
い
、
車
の
交
通
量

が
多
い
な
ど
地
域
や
学
校
に
よ
っ
て
環

境
は
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し

た
交
通
安
全
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
目
線
に
合
わ
せ
た
交
通
安
全

対
策
を
進
め
て
ほ
し
い
。

二　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
つ
い

て
︵
そ
の
２
︶

問　
令
和
３
年
６
月
の
一
般
質
問
で
は
、

実
態
調
査
を
検
討
し
、
既
存
の
相
談
支

援
機
関
を
生
か
す
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
第
１
に
、
関
係
者
向
け
の
研
修
や

学
ぶ
機
会
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
第

創　
和　
会　
　
　

 

谷　
　
和
雄

一　
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
情
報
伝

達
ツ
ー
ル
の
よ
り
良
い
活
用
に
つ
い
て

問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
普
及
で
人
と
の
情

報
伝
達
が
便
利
に
な
り
、
匿
名
で
の
誹

謗
中
傷
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
人
権
侵
害
の

問
題
に
つ
い
て
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
誹
謗
中
傷
な
ど
は
深
刻
な
損
害
を

与
え
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
悩
み
を

伺
う
相
談
窓
口
の
体
制
を
整
え
て
い
る
。

問　
匿
名
や
偽
名
で
送
信
さ
れ
る
不
適

切
な
メ
ー
ル
な
ど
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　
業
務
運
営
に
支
障
を
来
た
さ
な
い

よ
う
、
不
適
切
な
情
報
に
は
回
答
を
控

公　
明　
党　

 

横
山　
む
ら
さ
き

一　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
対
策
に

つ
い
て

問　
２
年
以
上
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
原
油

や
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
人
々
が

い
る
た
め
、
生
活
や
地
域
経
済
の
支
援

に
向
け
た
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活

用
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
国
は
、
令
和
４
年
４
月
に
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
総
合
緊
急
対
策
を
決
定
し
、

地
域
の
実
情
に
対
応
で
き
る
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
拡
充
し
た
。
既
に
交
付

限
度
額
は
提
示
さ
れ
て
お
り
、
市
内
に

お
け
る
影
響
の
実
態
を
十
分
見
極
め
、

的
確
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

要
望　
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
事
業
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
生
活
支
援
に
必

要
な
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
。

二　
子
ど
も
の
視
力
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
の
視
力
は
６
歳
頃
ま
で
に

完
成
す
る
た
め
、
３
歳
児
健
診
で
異
常

を
見
逃
さ
な
い
※
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ

ー
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
視
力
低
下
が
進
み
、

目
の
健
康
を
懸
念
す
る
が
、
小
・
中
学

市
民
ク
ラ
ブ　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
休
日
に
お
け
る
中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
に
つ
い
て

問　
令
和
４
年
５
月
31
日
に
ス
ポ
ー
ツ

庁
に
お
い
て
文
部
科
学
省
の
有
識
者
に

よ
る
「
公
立
中
学
校
の
運
動
部
活
動
改

革
を
検
討
す
る
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、

５
年
度
か
ら
７
年
度
を
改
革
集
中
期
間

と
定
め
た
。
本
市
は
３
年
度
よ
り
、
部

活
動
の
休
日
ク
ラ
ブ
化
の
推
進
を
国
・

県
と
連
携
し
試
行
し
た
が
、
実
施
し
た

創　
和　
会　
　
　
諸
星　
　
光

一　
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
に

つ
い
て

問　
基
本
理
念
の
実
現
に
は
市
民
な
ど

が
主
体
と
な
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

答　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
買
物
支
援

な
ど
、
市
民
や
民
間
事
業
者
が
行
う
取

り
組
み
の
ほ
か
、
地
域
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
を
通
じ
て
高
齢
者
の
声
を
聴
き
、

庁
内
に
お
い
て
共
有
し
て
い
る
。

要
望　
担
い
手
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
10
年
先
を
見
据
え
た
支
援
を
望
む
。

二　
集
中
豪
雨
対
策
に
つ
い
て

問　
豪
雨
被
害
の
頻
発
化
や
甚
大
化
が

進
む
中
、
気
象
庁
が
令
和
４
年
６
月
か

ら
始
め
た
※
線
状
降
水
帯
の
予
測
情
報

２
に
、
関
係
各
課
の
連
携
を
強
化
し
、

周
知
や
実
態
把
握
な
ど
適
切
な
支
援
に

つ
な
げ
て
い
く
方
策
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
第
３
に
、
支
援
の
実
務
担
当

者
や
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
、
園
長
校

長
会
な
ど
に
、
国
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
調
査
報
告
や
方
針
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

な
ど
を
配
布
し
、
周
知
を
図
っ
た
。

要
望　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
早
期
の
実
態
調
査
や
相
談
窓
口

の
設
置
、
中
心
に
な
る
担
当
課
を
定
め

る
な
ど
、
市
長
の
決
断
で
早
期
支
援
に

努
め
て
ほ
し
い
。

え
る
な
ど
、
毅
然
と
対
応
し
て
い
く
。

問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
被
害
に
子
ど
も
た

ち
が
遭
わ
な
い
よ
う
道
徳
教
育
を
充
実

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
人
権
意
識
の
向
上
も
含
め
て
道
徳

教
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

要
望　
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
も
、
市
民
が

心
に
傷
を
負
わ
な
い
よ
う
な
社
会
教
育

や
学
校
教
育
の
充
実
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二　
は
だ
の
歴
史
博
物
館
・
桜
土
手
古

墳
公
園
の
さ
ら
な
る
利
活
用
に
つ
い
て

問　
両
施
設
は
歴
史
・
文
化
の
拠
点
と

し
て
親
し
ま
れ
、
体
験
型
の
「
コ
ト
消

費
」
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
と
考
え

る
が
、
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

校
に
お
け
る
啓
発
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
二
次
検
査
で
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ

ー
と
同
等
の
検
査
を
実
施
し
、
精
密
検

査
が
必
要
な
場
合
に
は
、
医
療
機
関
へ

受
診
勧
奨
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
で
子
ど
も
の
視
力

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、

学
童
期
か
ら
自
身
の
目
の
健
康
管
理
が

で
き
る
よ
う
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

三　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
に
つ
い
て

要
望　
全
国
か
ら
選
手
が
集
う
大
会
の

成
功
を
目
標
に
、
脱
フ
レ
イ
ル
の
促
進

な
ど
、
万
全
な
準
備
で
望
ん
で
ほ
し
い
。

中
学
校
と
種
目
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
拠
点
校
で
あ
る
東
中
学
校
の
サ
ッ

カ
ー
部
、
南
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
を
中

心
に
、
市
内
の
陸
上
競
技
部
と
剣
道
部

に
つ
い
て
は
、
他
校
と
の
合
同
部
活
動

の
枠
組
み
を
活
用
し
実
施
し
た
。

問　
１
年
間
の
試
行
で
目
的
で
あ
る
教

職
員
の
多
忙
化
は
軽
減
で
き
た
の
か
。

答　
国
の
指
標
で
は
顧
問
教
職
員
の
休

日
勤
務
日
数
を
25
％
減
ら
す
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
が
、
本
市
の
拠
点
校
で

は
約
75
％
が
削
減
さ
れ
た
。
合
同
部
活

動
に
お
い
て
も
、
休
日
の
部
活
動
に
参

加
し
た
の
は
、
顧
問
35
人
の
う
ち
希
望

す
る
10
人
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

教
職
員
の
多
忙
化
は
軽
減
さ
れ
た
と
考

え
て
い
る
。

問　
試
行
し
て
分
か
っ
た
課
題
は
何
か
。

答　
①
指
導
者
の
人
材
の
確
保
、
②
指

導
者
へ
の
謝
礼
金
な
ど
に
か
か
る
財
源

確
保
、
③
地
域
に
移
行
す
る
こ
と
へ
の

保
護
者
の
理
解
、
④
部
活
動
の
教
育
的

な
意
義
に
対
す
る
意
識
の
差
な
ど
４
点

の
課
題
が
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

要
望　
指
導
者
確
保
の
た
め
「
人
材
バ

ン
ク
」
を
仮
設
置
し
、
一
定
量
の
指
導

者
を
確
保
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　
予
測
精
度
に
課
題
は
あ
る
が
、
早

期
の
水
防
活
動
に
資
す
る
た
め
、
全
庁

的
に
情
報
を
共
有
し
た
い
。

要
望　
４
年
７
月
か
ら
避
難
情
報
な
ど

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き
る
総
合

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、
避
難
ま
で
の
限
ら
れ
た

時
間
を
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

三　
教
育
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
つ
い
て

問　
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

で
は
「
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
女
性

の
活
躍
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
一
人

一
人
が
男
女
共
同
参
画
社
会
を
意
識
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
小
・
中
学
校

で
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
男
女
混
合
名
簿
の
使
用
や
進
路
選

択
で
の
男
女
格
差
解
消
に
向
け
た
指
導

の
工
夫
な
ど
、
全
般
的
に
男
女
共
同
参

画
社
会
へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
る
。

議 会 の 動 向
○５月
� 26�日�(木)�・議案送付
� 30�日�(月)�・議会運営委員会
○６月
� ２�日�(木)�・市議会第２回定例月会議開会� 【傍聴者数１人】
� ６�日�(月)�・本会議（議案審議）� 【傍聴者数１人】
� �� � ・代表者会議
� �� � ・議会運営委員会
� �� � ・議会報告会検討会
� ８�日�(水)�・総務常任委員会
� ９�日�(木)�・文教福祉常任委員会� 【傍聴者数８人】
� 10�日�(金)�・環境都市常任委員会� 【傍聴者数３人】
� �� � ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
� 13�日�(月)�・代表者会議
� �� � ・議会運営委員会
� 14�日�(火)�・本会議（一般質問）� 【傍聴者数51人】
� 15�日�(水)�・本会議（一般質問）� 【傍聴者数19人】
� 16�日�(木)�・本会議（一般質問）� 【傍聴者数14人】
� �� � ・追加議案等送付
� 21�日�(火)�・追加議案送付
� �� � ・代表者会議
� �� � ・議会運営委員会� 【傍聴者数１人】
� �� � ・予算決算常任委員会� 【傍聴者数１人】
� �� � ・市議会第２回定例月会議閉会� 【傍聴者数３人】
� �� � ・議会運営委員会� 【傍聴者数１人】
� �� � ・議会報編集委員会
� 22�日�(水)�・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第２回定例会
○７月
� 15�日�(金)�・代表者会議
� �� � ・議員連絡会
� �� � ・総務常任委員会
� �� � ・文教福祉常任委員会
� �� � ・環境都市常任委員会
� �� � ・議会運営委員会
� 20�日�(水)�・代表者会議
○８月
� ３�日�(水)�・議会報編集委員会

答　
公
園
と
博
物
館
を
一
体
的
に
活
用

し
、
実
際
に
手
で
触
れ
る
な
ど
の
体
験

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
団

体
の
施
設
見
学
や
出
前
講
座
の
活
用
も

行
い
、
歴
史
・
文
化
の
魅
力
の
創
出
や

郷
土
意
識
の
向
上
に
努
め
た
い
。

要
望　
歴
史
的
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、

体
験
型
講
座
の
企
画
を
し
て
ほ
し
い
。

子どもの視力低下を防ぐ啓発を

子
ど
も
を
守
る
た
め
通
学
路
の
安
全
強
化
と

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
を
求
め
る

市
民
一
人
一
人
を
尊
重
し
て

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
に
優
し
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を

中
学
校
部
活
動
の

教
職
員
負
担
軽
減
へ

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
向
け
て

市
民
の
く
ら
し
の
安
心
を
築
け
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食育と地産地消の一体的な取り組みを

小児医療費助成対象の引き上げを

鶴巻温泉駅南口駅前広場地域に根差した幼児教育・保育を

※多自然川づくり： 河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環境と多様な河川景観を保全・創
出するために、河川管理を行うこと。

用語解説

創　
和　
会　
　
　
阿
蘇　
佳
一

一　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て問　
①
首
都
直
下
地
震
の
被
害
想
定
は
、

②
ト
イ
レ
、
通
信
手
段
の
備
え
は
、
③

崖
崩
れ
の
想
定
と
対
策
は
、
ど
う
か
。

答　
①
人
的
被
害
は
死
者
20
人
、
重
傷

者
30
人
、
中
等
・
軽
症
者
６
７
０
人
。

建
物
被
害
は
全
壊
３
０
０
棟
、
半
壊
２

８
４
０
棟
、
焼
失
30
棟
。
②
下
水
道
管

直
結
の
マ
ン
ホ
ー
ル
型
、
埋
設
型
、
組

立
型
計
４
１
８
基
を
配
備
。
各
避
難
所

と
災
害
対
策
本
部
を
結
ぶ
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
、

優
先
電
話
を
配
備
。
③
２
７
８
カ
所
が

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
、
レ
ッ
ト
ゾ

ー
ン
に
指
定
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改

定
し
避
難
経
路
の
再
点
検
を
呼
び
掛
け
。

二　
２
０
２
５
年
問
題
に
つ
い
て

問　
①
医
療
費
は
55
兆
円
、
介
護
保
険

費
は
15
・
３
兆
円
。
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
す
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は
、
②
在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院

の
鶴
巻
温
泉
病
院
は
入
院
患
者
の
６
割

が
秦
野
市
、
伊
勢
原
市
、
平
塚
市
で
地

域
交
流
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
医

療
機
関
や
専
門
職
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

答　
①
令
和
５
年
度
に
か
け
、
施
設
で

も
自
宅
で
過
ご
す
よ
う
な
環
境
を
整
え

自
民
党
秦
野　
　
　
今
井　
　
実

一　
小
田
急
線
４
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

創
造
に
つ
い
て

問　
駅
ご
と
に
設
置
す
る
４
駅
に
ぎ
わ

い
創
造
検
討
懇
話
会
は
、
前
向
き
な
世

代
だ
け
で
な
く
、
地
域
一
体
と
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
を
寄
せ
合
う
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
消
極
的
な
人
に
も
参
加
し
て
も
ら

い
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
共
に

取
り
組
み
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
懇
話
会
が

地
域
全
体
の
機
運
の
醸
成
を
図
る
き
っ

か
け
づ
く
り
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

要
望　
懇
話
会
を
立
ち
上
げ
る
前
に
、

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
対
す
る
共
通
認
識

を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
慌
て
ず

に
、
住
民
に
対
す
る
周
知
な
ど
を
慎
重

に
行
い
、
本
当
の
意
味
で
地
域
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

二　
都
市
公
園
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に

つ
い
て

問　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て
、
近
隣
か
ら
疑
問
の
声
が
届
い

て
い
る
。
利
用
者
と
顔
の
見
え
る
関
係

を
築
き
、
利
用
方
法
に
つ
い
て
共
通
認

識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
適
正
な
施
設
利
用
を
図
る
た
め
に
、

利
用
者
へ
の
啓
発
は
非
常
に
重
要
な
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
は
、
利
用

者
の
受
付
を
行
う
こ
と
や
マ
ナ
ー
講
習

を
含
め
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
教
室
の
開

催
な
ど
を
考
え
て
い
る
が
、
管
理
運
営

は
令
和
４
年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
が

行
っ
て
い
る
た
め
、
調
整
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

た
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
と
看
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
公
募
を
行
う
。
②
介
護
予
防
、
フ
レ

イ
ル
予
防
に
取
り
組
み
、
連
携
を
強
化
。

三　
命
と
未
来
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
の
命
を
守
る
の
が
大
人
の

責
任
で
あ
る
が
、
小
・
中
学
校
の
い
じ

め
や
不
登
校
、
虐
待
の
実
情
は
ど
う
か
。

答　
い
じ
め
１
１
８
８
件
、
不
登
校
児

童
１
８
７
人
、
児
童
虐
待
１
３
２
人
。

自
民
党
秦
野　
　
　
相
原　
　
學

一　
産
業
利
用
促
進
ゾ
ー
ン
と
周
辺
の

整
備
に
つ
い
て

問　
産
業
利
用
促
進
ゾ
ー
ン
の
市
街
化

区
域
へ
の
編
入
に
向
け
た
取
り
組
み
状

況
や
今
後
の
進
め
方
と
課
題
は
ど
う
か
。

答　
令
和
３
年
３
月
に
決
定
し
た
土
地

利
用
計
画
案
に
基
づ
き
、
事
業
予
定
地

内
の
法
規
制
な
ど
に
つ
い
て
県
の
関
係

部
署
と
協
議
し
て
き
た
。
今
後
は
５
年

度
末
頃
に
せ
ま
る
市
街
化
区
域
へ
の
編

入
期
限
に
間
に
合
う
よ
う
、
課
題
で
あ

る
組
合
設
立
の
同
意
率
進
展
に
向
け
準

備
組
合
と
連
携
し
て
一
層
の
丁
寧
な
説

明
を
行
い
、
事
業
の
熟
度
を
高
め
た
い
。

問　
秦
野
丹
沢
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
と
市
街
地
を
結
ぶ
都
市
計
画
道

路
の
早
期
整
備
を
望
む
声
も
あ
る
が
、

着
工
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答　
目
標
年
次
の
令
和
６
年
度
に
向
け
、

地
形
・
用
地
測
量
を
実
施
し
、
今
後
は

詳
細
設
計
を
行
い
、
関
係
機
関
協
議
や

地
権
者
説
明
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
矢
坪
沢
水
路
整
備
に
お
い
て
は
自

然
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。

令
和
４
年
４
月
の
事
業
説
明
会
で
は
、

※
多
自
然
川
づ
く
り
を
参
酌
し
た
整
備

を
計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
具
体
的
な
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
矢
坪
沢
は
砂
防
指
定
を
受
け
て
い

る
他
の
水
路
と
同
様
、
の
り
面
の
土
砂

流
出
回
避
の
た
め
に
両
岸
を
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
護
岸
し
、
安
全
・
安

心
な
水
路
整
備
を
基
本
と
す
る
が
、
一

部
区
間
で
現
況
の
河
道
に
近
い
線
形
に

見
直
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
横
野
側
の

擁
壁
に
勾
配
が
付
い
た
た
め
、
景
観
に

配
慮
し
た
整
備
イ
メ
ー
ジ
に
変
更
し
た
。

一
般
質
問
一
般
質
問
は
２
面・

３
面・５
面
に
も
掲
載

（

）

自
民
・
新
政　
　
　
風
間　
正
子

一　
自
治
会
を
核
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

問　
自
治
会
役
員
の
な
り
手
不
足
を
解

消
す
る
た
め
、
電
子
地
域
通
貨
の
導
入

検
討
と
併
せ
て
、
自
治
会
や
市
民
活
動

の
促
進
に
貢
献
で
き
る
行
政
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
盛
り
込
ん
で
は
ど
う
か
。

答　
地
域
活
動
へ
の
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

は
市
内
の
資
金
循
環
促
進
に
加
え
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性
化
な
ど
市
民
生

活
の
利
便
性
向
上
が
期
待
で
き
る
。
調

査
し
な
が
ら
関
係
団
体
と
協
議
し
た
い
。

要
望　
自
治
会
の
活
動
に
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
設
け
、
少
し
で
も
還
元
で
き
る

仕
組
み
を
研
究
し
て
ほ
し
い
。

二　
学
校
給
食
に
お
け
る
食
育
の
取
組

に
つ
い
て

問　
有
機
野
菜
の
学
校
給
食
へ
の
提
供

は
食
育
や
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
よ
り
広
め
る
た
め
の

指
導
者
育
成
に
つ
い
て
考
え
は
ど
う
か
。

答　
指
導
者
は
い
な
い
状
況
だ
が
、
実

践
者
か
ら
指
導
者
を
育
成
す
る
方
法
を

無　
所　
属　
　
　
佐
藤　
文
昭

一　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
本
市
の
小
児
医
療
費
助
成
制
度
は

小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
所
得
の
制
限

が
あ
る
。
所
得
制
限
を
な
く
し
、
対
象

を
18
歳
ま
で
拡
大
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
県
内
に
お
い
て
18
歳
ま
で
対
象
と

し
て
い
る
市
は
な
く
、
町
村
に
つ
い
て

も
18
歳
ま
で
対
象
と
し
て
い
る
の
は
大

井
町
と
松
田
町
だ
け
で
あ
る
。
現
在
の

所
得
制
限
の
撤
廃
だ
け
で
も
約
３
千
万

円
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
自

治
体
の
動
向
を
踏
ま
え
て
研
究
し
た
い
。

二　
教
育
施
策
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
。
本
市
の
実
情
に
即
し
た

有
機
農
業
の
在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

要
望　
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
と
と
も

に
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
を

始
め
と
す
る
食
育
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

三　
公
正
な
選
挙
に
つ
い
て

問　
市
長
選
挙
投
票
日
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

の
選
挙
活
動
に
つ
い
て
、
市
民
や
議
会

に
早
急
に
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
で

あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
現
時
点
に
お
い
て
、
で
き
う
る
説

明
は
し
て
き
た
と
考
え
て
い
る
が
、
足

り
な
い
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
で
き
る

こ
と
は
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
本
市
の
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品

費
な
ど
は
入
学
前
の
３
月
に
支
給
さ
れ

る
が
、
保
護
者
が
余
裕
を
も
っ
て
購
入

費
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
、
支
給
日
の
繰

り
上
げ
に
つ
い
て
考
え
は
ど
う
か
。

答　
小
学
校
や
中
学
校
の
入
学
時
に
は
、

制
服
や
体
操
服
な
ど
ま
と
ま
っ
た
準
備

が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年

度
か
ら
入
学
前
の
３
月
上
旬
に
給
付
時

期
を
見
直
し
た
。
新
小
学
生
に
つ
い
て

は
要
件
の
確
認
な
ど
の
事
務
手
続
き
か

ら
さ
ら
な
る
給
付
の
前
倒
し
は
難
し
い

が
、
新
中
学
生
に
対
し
て
は
新
た
な
手

続
き
を
行
う
こ
と
な
く
前
倒
し
支
給
が

市
長
は
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
市
長
選
に
関
し
て

市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き

地
域
一
体
と
な
っ
て
４
駅
周
辺
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を

災
害
、い
じ
め
、虐
待
か
ら

大
切
な
命
を
守
ろ
う

市
長
は
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
を

所
得
制
限
な
し
で
18
歳
ま
で
引
き
上
げ
よ

可
能
で
あ
り
、
検
討
し
た
い
。

三　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

問　
自
治
体
が
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
認
証

す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
に

つ
い
て
、
本
市
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

答　
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
多
様
な

性
へ
の
理
解
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

市
民
意
識
の
把
握
や
庁
内
関
係
部
署
と

の
調
整
な
ど
を
丁
寧
に
行
い
、
制
度
の

実
現
に
向
け
て
検
討
を
進
め
た
い
。

市民が安心する避難所機能の
維持・向上を上空からの産業利用促進ゾーン周辺の様子

市
民
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め

事
業
の
進
展
・
実
現
を
期
す
る

旧
大
根
幼
稚
園
跡
地
の
活
用
で

幼
児
教
育
・
保
育
の
充
実
を

無
所
属
の
会　
　
　
木
村　
眞
澄

一　
旧
大
根
幼
稚
園
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て

問　
東
海
大
学
の
こ
ど
も
園
構
想
の
実

現
に
向
け
、
旧
大
根
幼
稚
園
の
跡
地
の

活
用
を
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、

見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
と
東
海
大
学
と
の
協
議
会
で

議
題
と
な
っ
て
お
り
、
小
・
中
学
校
と

近
接
し
て
い
る
と
い
う
立
地
条
件
や
、

園
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
の
面
か
ら
も

大
変
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
教
育
面
だ
け
で
な
く
地
域
に
と

っ
て
も
大
変
有
益
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
し
っ
か
り
と
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

二　
国
際
交
流
の
視
点
で
見
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
に
つ
い
て

問　
本
市
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避

難
民
の
受
け
入
れ
に
は
至
っ
て
い
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
希
望
さ
れ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
対
応
と
な
る
の
か
。

答　
ま
ず
、
国
が
滞
在
や
生
活
の
一
時

的
な
支
援
を
、
次
に
、
県
が
受
け
入
れ

の
相
談
を
行
い
、
本
市
へ
避
難
の
希
望

が
あ
れ
ば
連
絡
が
入
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
際
は
関
係
部
署
と
連
携
し
、

避
難
者
の
心
に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
き
た
い
。

三　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
の
周
囲
で
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
気
付
く
た
め
の
周
知
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　
庁
内
関
係
課
で
情
報
共
有
し
て
い

る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
な
ど
の
施
策
に
つ
い

て
支
援
す
る
可
能
性
が
あ
る
関
係
機
関

に
も
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
保

育
士
、
教
職
員
へ
の
研
修
や
民
生
委
員

児
童
委
員
へ
の
説
明
会
も
行
っ
て
い
く
。
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公
　
明
　
党 

　
　
　
山
下
　
博
己

一
　
子
育
て
支
援
の
取
組
に
つ
い
て

問　
時
代
の
変
化
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
子
育
て
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
兵
庫
県
明
石
市
の
よ
う
な
こ

ど
も
総
合
支
援
条
例
を
本
市
で
も
策
定

し
、
よ
り
一
層
の
子
育
て
環
境
の
整
備

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
も
見
据
え

な
が
ら
、
子
ど
も
施
策
に
関
す
る
方
針

や
こ
ど
も
計
画
の
策
定
を
踏
ま
え
、
子

ど
も
を
中
心
と
し
た
支
援
体
制
の
構
築

に
向
け
条
例
の
制
定
も
含
め
検
討
す
る
。

要
望　
若
い
子
育
て
世
帯
が
、
本
市
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
、
な

お
一
層
の
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
。

二
　
食
品
ロ
ス
ア
プ
リ
の
活
用
に
つ
い

て問　
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
食
品
を
大
量
に

廃
棄
す
る
食
品
ロ
ス
が
社
会
問
題
化
し

て
い
る
。
本
市
で
導
入
が
決
ま
っ
て
い

る
電
子
地
域
通
貨
ア
プ
リ
と
併
せ
て
、

兵
庫
県
姫
路
市
で
活
用
さ
れ
、
効
果
を

生
ん
で
い
る
食
品
ロ
ス
削
減
ア
プ
リ
の

導
入
も
進
め
て
は
ど
う
か
。

答　
紹
介
の
あ
っ
た
ア
プ
リ
は
、
食
品

ロ
ス
削
減
の
効
果
と
と
も
に
、
食
品
関

連
事
業
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
デ
ジ
タ

ル
な
ら
で
は
の
強
み
を
生
か
し
た
効
果

市
民
ク
ラ
ブ
　
　
　
大
野
　
祐
司

一
　
英
語
教
育
実
施
状
況
調
査
に
つ
い

て問　
国
の
「
第
３
期
教
育
振
興
基
本
計

画
」
で
は
、
英
語
力
に
つ
い
て
、
中
学

卒
業
段
階
で
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
・
Ａ
１
レ
ベ
ル

（
英
検
３
級
）
相
当
以
上
を
達
成
し
た

中
学
生
の
割
合
や
、
中
学
校
の
英
語
担

当
教
師
に
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
・
Ｂ
２
レ
ベ

ル
（
英
検
準
１
級
）
相
当
以
上
を
達
成

し
た
割
合
を
、
共
に
50
％
以
上
と
す
る

こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
調
査
結

果
で
は
、
中
学
生
は
、
全
国
の
割
合
が

47
％
、
神
奈
川
県
は
40
・
６
％
で
あ
る

が
、
秦
野
市
は
34
・
１
％
で
あ
る
。
英

語
教
師
は
、
全
国
の
割
合
が
40
・
８
％
、

神
奈
川
県
は
39
・
６
％
で
あ
る
が
、
秦

野
市
は
33
・
３
％
と
、
共
に
低
い
水
準

に
あ
る
と
聞
く
。
調
査
結
果
の
分
析
と

対
策
な
ど
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
今
回
の
調
査
結
果
は
、
ま
だ
分
析

中
で
あ
る
た
め
、
前
回
の
分
析
結
果
に

基
づ
く
が
、
本
市
の
強
み
と
し
て
、
大

学
や
地
域
と
連
携
し
て
行
う
取
り
組
み

も
期
待
で
き
る
。
今
後
、
電
子
地
域
通

貨
ア
プ
リ
の
導
入
に
関
す
る
懇
話
会
な

ど
で
検
討
す
る
。

要
望　
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
で
市
町

村
に
対
し
、
努
力
義
務
と
し
て
い
る
計

画
の
策
定
を
本
市
で
進
め
る
と
と
も
に
、

な
お
一
層
の
食
品
ロ
ス
削
減
を
進
め
る

た
め
の
運
動
と
し
て
展
開
し
て
ほ
し
い
。

が
あ
る
。
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

指
導
方
法
に
つ
い
て
も
、
大
学
な
ど
か

ら
助
言
を
得
な
が
ら
、
研
究
し
て
い
く
。

加
え
て
、
英
語
力
向
上
の
た
め
の
学
習

到
達
目
標
と
な
る
「
Ｃ
ａ
ｎ

－

ｄ
ｏ
」

リ
ス
ト
の
活
用
を
進
め
、
さ
ら
に
は
、

先
進
地
区
の
取
り
組
み
も
含
め
て
、
改

善
策
に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
教

員
が
授
業
の
研
究
や
改
善
を
日
々
実
践

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
以
外
に
も
、
英
語
資
格
・
検

定
試
験
を
実
施
す
る
団
体
が
行
う
英
語

教
員
を
対
象
と
し
た
特
別
受
験
制
度
を

各
学
校
に
周
知
し
て
い
く
。

安心して子育てができる環境の整備を

中学生の英語力

ペットと共生できる社会のための支援を

※準中型運転免許： 平成29年の道路交通法改正により新設された車両総重量３．５トン以上７．５トン未満などの自動車（準中型自動車）を運転するために必要な免許のこと。これによ
り、普通自動車免許で運転できる自動車は車両総重量３．５トン未満となった。

用語解説

子
ど
も
を
社
会
の
中
心
に
据
え
た

子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

確
か
な
学
力
向
上
施
策
の
推
進
の

一
層
の
強
化
を
望
む

創
　
和
　
会
　
　
　
原
　
　
　
聡

一
　
消
防
団
へ
の
入
団
促
進
に
つ
い
て

問　
消
防
団
員
３
７
２
人
（
定
数
は
４

１
６
人
）
の
中
で
大
規
模
地
震
な
ど
の

災
害
時
に
参
集
可
能
な
消
防
団
員
数
に

つ
い
て
は
現
実
に
近
い
参
集
人
数
を
想

定
す
べ
き
だ
が
、
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

ま
た
、
新
た
な
地
域
消
防
の
担
い
手
の

確
保
に
つ
い
て
の
広
報
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
大
規
模
災
害
時
の
予
測
参
集
人
数

を
担
当
課
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

と
こ
ろ
、
公
務
従
事
者
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
事
業
者
な
ど
参
集
が
困
難
な
消
防
団

員
と
市
外
勤
務
者
を
除
い
た
人
数
は
２

１
０
人
で
、
全
体
の
56
・
５
％
で
あ
る
。

広
報
は
、
本
町
地
区
の
イ
オ
ン
秦
野
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
２
階
の
フ
ー
ド

コ
ー
ト
に
設
置
さ
れ
た
行
政
情
報
や
観

光
情
報
な
ど
を
配
信
す
る
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
「
わ
が
街
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
を
使

用
し
、
消
防
団
員
を
募
集
す
る
広
告
を

随
時
、
配
信
し
て
い
る
。

問　
消
防
団
員
の
勧
誘
に
つ
い
て
、
消

防
団
Ｏ
Ｂ
や
市
内
の
団
体
に
働
き
か
け

る
考
え
は
ど
う
か
。
ま
た
、
入
団
促
進

の
広
報
に
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
す

る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
消
防
団
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
組
織
す
る
秦

消
友
の
会
な
ど
に
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用

に
つ
い
て
は
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。

要
望　
脱
炭
素
の
観
点
か
ら
消
防
団
車

両
に
も
環
境
性
能
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
行
車
両
は
※
準
中
型
運
転
免
許
の
取

得
が
必
要
と
な
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

環
境
性
能
の
高
い
軽
自
動
車
型
の
車
両

を
導
入
し
、
入
団
促
進
の
広
報
に
加
え
、

女
性
団
員
の
拡
充
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

軽自動車型の可搬ポンプ積載車
（岡山県和気町ＨＰより）

市
民
ク
ラ
ブ
　
　
野
々
山
　
静
香

一
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
行
事
に

つ
い
て

問　
宿
泊
を
伴
う
修
学
旅
行
に
お
い
て
、

旅
行
先
で
の
児
童
・
生
徒
の
体
調
不
良

時
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

罹り
か
ん患
し
た
際
の
対
応
と
保
護
者
の
迎
え

が
必
要
な
場
合
の
補
償
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
管
理
職
や
養
護
教
諭
が
付
き
添
い
、

個
別
に
対
応
す
る
こ
と
に
加
え
、
現
地

の
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し
、
医
師
の

診
断
や
指
示
に
従
っ
て
い
る
。
ま
た
、

修
学
旅
行
は
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
災
害
共
済
給
付
制
度
の
対
象
と
な

り
、
さ
ら
に
公
費
に
よ
り
学
校
旅
行
総

合
保
険
に
加
入
し
て
い
る
た
め
、
一
定

の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
旅
行
先
へ
保
護

者
が
迎
え
に
行
く
際
の
費
用
が
緊
急
対

応
費
用
保
険
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
。

二
　
人
と
動
物
と
の
共
生
に
つ
い
て

問　
本
市
の
動
物
愛
護
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
対
す
る
活
動
支
援
は
ど
う
か
。

答　
ま
ほ
ろ
ば
秦
野
通
信
を
活
用
し
た

譲
渡
会
の
情
報
発
信
や
、
飼
い
主
の
い

な
い
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
の
一
部
費
用

助
成
な
ど
の
支
援
を
す
る
一
方
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
作
成
や
市
民
か
ら
の

相
談
へ
の
助
言
な
ど
を
通
じ
た
協
力
を

得
て
い
る
。
今
後
も
情
報
共
有
な
ど
相

互
に
連
携
し
な
が
ら
、
動
物
愛
護
行
政

の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

要
望　
動
物
虐
待
や
多
頭
飼
育
の
背
景

に
は
近
年
の
社
会
問
題
と
密
接
な
関
係

が
あ
る
と
考
え
る
。
福
祉
や
教
育
、
生

活
環
境
、
専
門
分
野
な
ど
か
ら
な
る
協

議
会
を
設
置
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
、
人
へ
の
支
援
と
動
物
へ
の

支
援
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
を
求
め
る
。

協
議
会
の
設
置
で
人
へ
の
支
援
と

動
物
へ
の
支
援
に
努
め
よ

地
域
消
防
に
も

脱
炭
素
の
取
り
組
み
を
せ
よ

政務活動費とは、議会の審議機能の強化や活性化を
目的とした議員の調査研究などの活動を行うために
経費の一部として交付されるものです。本市では、
会派または会派に所属しない議員に対して、議員一
人当たり年額42万円（月額35,000円）
を交付しています。
※ 収支報告書や領収証など証拠書類の写し
は、市議会ホームページに掲載しています。
また、市役所本庁舎４階の議会図書室でも
ご覧いただけます。

令和３年度　政務活動費収支報告 単位：（円）

※残額は市に返還されます。
※令和３年 11月５日付けで、今井実議員、高橋文雄議員、相原學議員が自民党・新政クラブを退会し、自民党秦野を結成。

会派等 創和会 自民党・
新政クラブ 市民クラブ 公明党 自民党秦野 日本共産党

秦野市議会議員団
吉村慶一
議員

木村眞澄
議員

古木勝久
議員

伊藤大輔
議員

収入 2,520,000 2,100,000 1,260,000 1,260,000 420,000 840,000 420,000 420,000 420,000 420,000 

　政務活動費 2,520,000 2,100,000 1,260,000 1,260,000 420,000 840,000 420,000 420,000 420,000 420,000 

支出 1,775,938 1,847,523 0 701,625 124,373 840,000 420,000 420,000 420,000 420,000 

　研究・研修費 18,000 18,000 0 35,620 0 0 0 3,000 0 31,666

　調査旅費 11,550 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　資料作成費 442,668 328,187 0 20,119 38,825 48,107 0 1,174 0 0

　資料購入費 432,420 490,436 0 232,786 85,548 6,020 0 30,087 22,600 21,728

　会議費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　広報費 870,100 1,009,700 0 412,500 0 785,873 420,000 385,539 397,400 366,606 

　広聴費 1,200 1,200 0 600 0 0 0 200 0 0

　要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

残額 744,062  252,477 1,260,000 558,375 295,627 0                 0          0         0       0 

こちらから

令和３年度政務活動費の
収支報告をお知らせします
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　審査の中で、全面的に採択はできませ
んが、その趣旨や項目の一部に賛同でき
る場合、常任委員会として「趣旨了承」
という判断をすることができます。

諏訪市で開催
諏訪市・秦野市姉妹都市

議会議員交歓研修会

上空からの戸川地区周辺

・

陳
情

意
見
書

豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め

教
職
員
定
数
の
改
善
と
教
育
予
算
の
充
実
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
適
用
除
外
に

補
聴
器
購
入
に
公
的
助
成
を

議
提
議
案
第
３
号　
戸
川
土
地
区
画
整

理
事
業
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
を
求

め
る
決
議
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

市
発
展
の
絶
好
の
機
会
を
逃
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
戸
川
土
地
区
画
整
理
準

備
組
合
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
市
が
実
施

す
る
矢
坪
沢
の
水
路
整
備
と
都
市
計
画

議
案
第
26
号　
秦
野
市
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関

す
る
法
律
と
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
市
が
行
う
新
た
な
事
務

に
つ
い
て
、
徴
収
す
る
手
数
料
と
そ
の

額
な
ど
を
定
め
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
公
布
の
日
か
ら

令
４
陳
情
第
５
号　
子
ど
も
た
ち
に
豊

か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
、
教
職

員
定
数
改
善
と
教
育
予
算
の
増
額
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡

充
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
学
び
を
保
障

す
る
た
め
に
、
教
職
員
定
数
改
善
と
教

育
予
算
の
増
額
、
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

教
科
担
任
制
に
よ
る
専
門
性
の
高
い

教
科
指
導
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

議
提
議
案
第
５
号　
教
職
員
定
数
改
善

と
教
育
予
算
の
増
額
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

令
４
陳
情
第
３
号　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
支
援
に
つ
い
て
国
に
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
年

齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
公
益
社
団
法

人
で
あ
る
。
誰
も
が
生
涯
現
役
で
活
躍

で
き
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い

る
中
で
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
一
層
重

要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５

年
10
月
に
導
入
さ
れ
る
「
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
」

の
適
用
か
ら
除
外
す
る
よ
う
国
に
意
見

書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
適
用
は
高
齢
者

の
や
る
気
を
そ
ぐ
だ
け
で
な
く
、
事
業

の
運
営
も
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
か

ら
、
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

議
案
第
27
号　
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

消
防
団
に
配
置
し
て
い
る
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
老
朽
化
に
伴
い
、

新
た
な
車
両
を
購
入
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
本
事
業
の
条
件
付
き
一
般
競
争
入

札
が
再
入
札
さ
れ
た
際
に
、
３
者
の
応

札
者
の
う
ち
２
者
が
辞
退
し
て
い
る
。

予
定
価
格
の
設
定
に
課
題
が
あ
る
と
感

じ
る
が
、
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
場
価
格
を
踏
ま
え
た
適
切
な
予

定
価
格
と
す
る
た
め
、
事
前
に
３
者
か

ら
参
考
見
積
も
り
を
徴
収
し
て
い
る
。

令
４
陳
情
第
４
号　
加
齢
性
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
に
公
的
助
成
を
市
へ
求
め

る
陳
情
書

▼
願　
意

　

補
聴
器
の
購
入
と
使
用
に
つ
い
て
は

さ
ま
ざ
ま
な
手
厚
い
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
環
境
は
今
後
整
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
高
額
な
た
め
、
ま
ず
は
購

入
費
の
助
成
を
始
め
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
補
聴
器
の
購
入

に
対
す
る
補
助
制
度
の
検
討
に
は
、
国

や
市
に
お
け
る
高
齢
者
の
耳
の
き
こ
え

道
路
の
一
刻
も
早
い
完
成
に
向
け
て
、

市
民
へ
の
よ
り
一
層
の
丁
寧
な
説
明
を

行
い
、
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
を
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
た

め
、
決
議
す
る
も
の
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

企
業
誘
致
の
方
法
な
ど
議
論
が
足
り

て
お
ら
ず
、
地
域
住
民
と
の
合
意
に
力

施
行
と
す
る
が
、
長
期
優
良
住
宅
の
普

及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
係
る
規
定

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
10
月
１
日
と

す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
既
存
の
住
宅
を
長
期
優
良
住
宅
と

し
て
新
た
に
認
定
で
き
る
制
度
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
手
数
料
の
額
を

　

小
学
校
に
お
け
る
35
人
学
級
へ
の
段

階
的
な
移
行
を
踏
ま
え
、
全
て
の
子
ど

も
た
ち
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
支
援
体
制
と
安
全
・
安
心

な
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
中

学
校
に
お
け
る
35
人
学
級
の
実
施
、
教

科
担
任
制
の
配
置
増
な
ど
に
対
応
し
た

教
職
員
定
数
改
善
の
推
進
や
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分

の
１
に
復
元
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

議
提
議
案
第
４
号　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

誰
も
が
生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
社

会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役

割
は
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
適
用
に
よ
り
、
収
支

相
償
が
原
則
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
の
事
業

運
営
が
困
難
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
会
員
へ
の
配
分
を
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
適
用
か
ら
除
外
す
る
な
ど

の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国

に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

当
初
の
入
札
は
３
者
が
予
定
価
格
を
上

回
っ
た
が
、
最
終
的
に
予
定
価
格
の
範

囲
内
で
応
札
さ
れ
た
た
め
、
適
正
な
価

格
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

問　
消
防
団
車
両
は
ガ
ソ
リ
ン
車
と
し

て
い
る
が
、
本
市
は
２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
を

目
指
す
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明

し
て
い
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
な
ど
の
環
境
に
配
慮
し
た
車

両
の
検
討
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
普
通
自
動
車
運
転
免
許
で
運
転
で

き
る
３
・
５
ト
ン
未
満
の
車
両
の
納
入

を
仕
様
で
定
め
た
た
め
、
該
当
す
る
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
な
ど
は
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
乗
車
定
員
が
３
名
と
な
り
、
条
件

に
関
す
る
実
態
調
査
が
進
み
、
エ
ビ
デ

ン
ス
の
充
実
が
必
要
と
な
る
。
一
方
で
、

補
聴
器
の
使
用
に
お
け
る
課
題
に
つ
い

て
市
民
の
声
を
受
け
止
め
、
き
こ
え
の

調
整
と
い
っ
た
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
体
制

な
ど
の
環
境
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
趣
旨
了
承
と
す
べ
き
で

あ
る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

補
聴
器
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
お
り
、

環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
賛

成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

を
尽
く
す
べ
き
で
あ
り
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

市
の
限
り
な
い
発
展
に
大
き
く
寄
与

し
、
次
世
代
を
担
う
多
く
の
市
民
や
既

存
の
企
業
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な
事

業
で
あ
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

改
正
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
認
定

に
よ
る
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
住
宅
ロ
ー

ン
の
借
入
利
率
の
優
遇
や
一
定
期
間
の

固
定
資
産
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

申
請
手
続
き
が
煩
雑
に
な
る
ほ
か
、
認

定
に
必
要
な
建
物
の
改
修
や
申
請
に
係

る
費
用
の
負
担
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

か
ら
外
れ
る
こ
と
か
ら
、
選
定
し
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。

要
望　
本
市
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
表
明
し
て
い
る
点
か
ら
、
今
後
、
環

境
に
配
慮
し
た
車
両
が
新
た
に
開
発
さ

れ
た
場
合
は
、
価
格
と
環
境
へ
の
負
荷

を
踏
ま
え
た
選
定
を
し
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

議

案

審

議

戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
の
強
力
な

推
進
を
求
め
る
決
議
は
原
案
可
決

既
存
住
宅
で
も
長
期
優
良
住
宅
に
認
定

で
き
る
制
度
創
設
に
合
わ
せ
て
改
正

老
朽
化
に
伴
い
消
防
団
車
両
を
更
新

　議長に提出された請願や陳情について
は、基本的にはその内容を所管する常任
委員会に付託され、採択すべきかどうか
について審査を行います。

　なお、国などへの意見書の提出を
求める請願や陳情を「趣旨了承」と
判断した場合は、意見書の提出は行
いません。

※�令和３年12月第４回定例会から「趣旨採
択」がなくなり、新たに「趣旨了承」が
創設しました。

　７月５日（火）、６日（水）
に、姉妹都市の長野県諏訪市と
研修会を開催し、情報交換をし
ました。５日は、「国史跡　高
島藩主諏訪家墓所と文化財保護
〜高島藩の歴史と文化財〜」に
ついて研修をし、６日は、「駅
前交流テラス　すわっチャオ」
などを視察しました。

のギ カ イ ギ モ ン
趣旨了承ってなに？

小型動力ポンプ付積載車
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※�アプリのダウン
ロードは無料で
できますが、通
信費は利用者負
担となります。

政策提案に向けたスケジュールのイメージ

内　　容

　秦野市議会では、令和４年１月１日から通年会期制を導入して
います。導入前までは、議会の閉会中に常任委員会を開催する場
合、議会の議決が必要でしたが、通年会期制を導入することによ
り、議決を経ずに常任委員会を開催することが可能になりました。
　このことから、１月から常任委員会において、政策提案に向け
た調査・研究を行っています。各常任委員会では政策提案のテー
マが決定し、今後は、必要に応じて関係団体との意見交換などを
行うことで、議論を深めていく予定です。

　議会活性化や議会改革への取り組みとして、市民との情報共有を図り、
開かれた議会を推進するとともに、議会活動や市政に対する意見などを
お伺いする機会として議会報告会を開催しています。
　議会報告会では、それぞれの常任委員会が、決めたテーマに
関係する団体と意見交換を行います。

常任委員会で政策提案に向けて調査・研究を行っています

令
和
４
年

令
和
５
年

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

年 月

総
務
常
任
委
員
会

テーマ：防災について

常任委員会ごとに政策提案
テーマに関する調査・研究

政策提案テーマの選定

議長から市長に対して政策
提案

政策提案テーマの項目出し

11月中旬には
議会報告会が
開催されます！

所管事務調査
・福島県白河市
　「東日本大震災や令和元年台風19号の被害を踏まえ
た防災・減災の取組について」

・宮城県岩沼市
　「東日本大震災を踏まえた防災・減災の取組について」
・岩手県遠野市
　「東日本大震災における後方支援の取組について」

テーマ：エイジフレンドリーシティについて

テーマ：地域経済の活性化について

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

所管事務調査
・秋田県秋田市（文書による調査）
　「エイジフレンドリーシティ行動計画について」
・京都府京都市
　「不登校対策関連事業について」
・兵庫県神戸市
　「こども・若者ケアラーへの支援の取組について」
・富山県中新川郡舟橋村
　「子育て共助による地方創生について」

環
境
都
市
常
任
委
員
会

所管事務調査
・愛媛県西条市
　「自立循環型関係人口プラットフォーム構築事業につ
いて」

・香川県三豊市
　「地域公共交通活性化について」
・岡山県倉敷市
　「倉敷市商工業活性化ビジョン（案）について」

特集

関係団体等との協議・
意見交換

秦野市議会基本条例第３条第４項の規定に基づき、市政の各
分野における課題を解決するため、また、市民に対して最大
の付加価値をもたらせるよう努力と工夫を求めるため、市長
などの執行部に対して政策を提案することです。

のギ カ イ ギ モ ン
政策提案ってなに？

会派の一部に変更がありました。
会派一覧 （○会派代表）

創 和 会 （６人）
〇福森　真司　　原　　　聡　　谷　　和雄
　阿蘇　佳一　　諸星　　光　　横溝　泰世

自 民 党・ 新 政 ク ラ ブ （３人） ○川口　　薫　　小菅　基司　　風間　正子

市 民 ク ラ ブ （３人） 〇大野　祐司　　野々山静香　　八尋　伸二

公 明 党 （３人） ○山下　博己　　中村　英仁　　横山むらさき

自 民 党 秦 野 （３人） ○今井　　実　　相原　　學　　高橋　文雄

無 所 属 の 会 （２人） ○古木　勝久　　木村　眞澄

会 派 に 所 属 し な い 議 員 （３人） 　吉村　慶一　　伊藤　大輔　　佐藤　文昭

過去の内容はこちら▶

　本会議における一般質問や
議案審議をはじめ、常任委員
会などの会議録を会議録検
索システムから検索・閲覧す
ることができます。このシス
テムでは、発言のすべてが検
索・閲覧できます。

　多くの皆様から
のアクセスをお待
ちしております。

『マチイロ』で
議会だよりが
読めます

　スマートフォンやタブレ
ット端末で手軽に読めるア
プリ「マチイロ」で議会だ
よりを配信しています。ぜ
ひご利用ください。

ダウンロードはこちらから▲こちらからアクセスできます▲

本会議と常任委員会の会議録

インターネットで
閲覧できます
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掲 載 位 置：最終ページ下段に掲載予定
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申込み方法： 議事政策課へ連絡の上、はだの議会だより

広告掲載申込書を提出してください。
※ 詳しくは、ホームページをご覧になるか議事政策課
（☎0463-82-9652）までお問い合わせください。

はだの議会だよりであなたの
お店、会社をPRしてみませんか？

詳しくは　　
こちらから
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区
分

議案等
番号

議　案　等　名
（議案などの資料は、秦野市議会ホームページでご覧いただけます。）

採
決
の
結
果

創和会 自民党・
新政クラブ

市民
クラブ 公明党 自民党

秦野
無所属
の会 無所属

福
森
真
司

横
溝
泰
世

諸
星
　
光

阿
蘇
佳
一

谷
　
和
雄

原
　
　
聡

川
口
　
薫

風
間
正
子

小
菅
基
司

大
野
祐
司

八
尋
伸
二

野
々
山
静
香

山
下
博
己

横
山
む
ら
さ
き

中
村
英
仁

今
井
　
実

高
橋
文
雄

相
原
　
學

古
木
勝
久

木
村
眞
澄

吉
村
慶
一

佐
藤
文
昭

伊
藤
大
輔

市
長
提
出
議
案

第 26 号
秦野市手数料条例の一部を改正することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要旨：６ページに詳細を記載

第 27 号
動産の取得について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要旨：６ページに詳細を記載

第 28 号
令和４年度秦野市一般会計補正予算（第１号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：新型コロナウイルス感染症の長期化と原油価格・物価高騰などに対応するため、生活困
窮者自立支援金給付事業費など４事業に歳入歳出それぞれ８億2,591万４千円を追加するもの

第 29 号
令和４年度秦野市公共下水道事業会計補正予算（第１号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：伊勢原市において終末処理場の建設事業に係る国庫支出金の内示額が減少したことに
伴い、事業に対する本市負担金の増額が必要なため、1,410万円を追加するもの

諮 問
第 １ 号

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適当で
ある旨
答申要旨：欠員となっている１名について、新たに瓜本公生氏を委員候補者として推薦するもの

諮 問
第 ２ 号

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適当で
ある旨
答申要旨：沼田良雄委員の任期が令和４年９月30日に満了することに伴い、後任の委員候補者と

して露木和子氏を推薦するもの

陳
情

令４陳情
第 ２ 号

神奈川県の最低賃金額審議に関する陳情

審査未了 審査未了… 委員会に付託された案件が、審査期間中に採決に至らず、
継続審査にもならないもの

要旨：コロナ禍やウクライナ情勢による影響を注視し、中小企業・小規模事業者の雇用の維
持と事業の継続のために、現行水準を維持することを含めて審議するとともに、県内同一額
の最低賃金制度は、地域の実態を踏まえたきめ細やかな制度として早期に再構築すること、
また、最低賃金の決定について審議会の在り方や決定プロセスを見直すことについて、国や
県に意見書を提出してほしい

令４陳情
第 ３ 号

シルバー人材センターへの支援について国に意見書提出を求める陳情
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
願意：６ページに詳細を記載

令４陳情
第 ４ 号

加齢性難聴者の補聴器購入に公的助成を市へ求める陳情書
趣旨了承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

願意：６ページに詳細を記載

令４陳情
第 ５ 号

子どもたちに豊かな学びを保障するために、教職員定数改善と教育予算の増額、義務教育費
国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
願意：６ページに詳細を記載

議
員
提
出
議
案

第 ３ 号
戸川土地区画整理事業を強力に推進することを求める決議について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ●
要旨：６ページに詳細を記載

第 ４ 号
シルバー人材センターへの支援を求める意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要旨：６ページに詳細を記載

第 ５ 号
教職員定数改善と教育予算の増額、義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書の
提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
要旨：６ページに詳細を記載

報告案件
（８件）

令和３年度一般会計繰越明許費繰越計算書／令和３年度公共下水道事業会計継続費繰越計算書／令和３年度公共下水道事業会計予算繰越計算書／秦野市土地開発公社の経営状況
について／公益財団法人秦野市スポーツ協会の経営状況について／一般財団法人秦野市学校保全公社の経営状況について／専決処分の報告（交通事故に係る損害賠償）／専決処
分の報告（建築基準条例の一部改正）

注）　故露木順三議員につきましては、令和４年第２回（６月）定例月会議における採決を欠席しています。

◆次回の議会だより（令和４年11月中旬の日曜日発行予定）は、第３回（９月）定例月会議の概要などをお知らせします。

＜第２回（６月）定例月会議の審議結果一覧表＞ ○：賛成　　●：反対　　欠：欠席

お客さまの想いに寄り添い最適な保険を提案いたします。 

取扱保険会社 
損害保険ジャパン株式会社 
ＳＯＭＰＯひまわり生命保険株式会社 
第一生命保険株式会社 
メットライフ生命保険株式会社 
アクサ生命保険株式会社 
エヌエヌ生命保険株式会社 
独立行政法人中小企業基盤設備機構 小規企業模共済業務受託機関 
独立行政法人中小企業基盤設備機構 経営セーフティ共済業務受託機関 
 

保険のプロとして知識と経験が豊富なスタッフが、 

最適な保険プランを設計いたします。 

身近な相談役として変化を見守り、 

健やかに歩む人生のサポートをさせていただきます。 

保険代理店 株式会社セイン 
〒257-0002 
神奈川県秦野市鶴巻南4-17-20 
TEL 0463-74-6671  FAX 0467-74-6672 

105

47

広告

広告

※会議の日程や時刻は変更することがあります。
※第３回（９月）定例月会議で審査する請願・陳情の提出期限は、８月23日(火)午後５時までです。
※議案発送は、８月30日(火)の予定です。

９月 ２日（金）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
６日（火）午 前 ９ 時 本会議（開会（開議）・提案説明）
８日（木） 〃 議案審議
13日（火）午 前 ９ 時 予算決算常任委員会（令和３年度決算：総括質疑・歳入の質疑）

予算決算常任委員会閉会後 議会運営委員会
14日（水）午 前 ９ 時 予算決算常任委員会（令和３年度決算：総務分科会）
15日（木）午 前 ９ 時 予算決算常任委員会（令和３年度決算：文教福祉分科会）
16日（金）午 前 ９ 時 予算決算常任委員会（令和３年度決算：環境都市分科会）
20日（火）午 前 ９ 時 30 分 総務常任委員会

総務常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：総務分科会）
21日（水）午 前 ９ 時 30 分 文教福祉常任委員会

文教福祉常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：文教福祉分科会）
22日（木）午 前 ９ 時 30 分 環境都市常任委員会

環境都市常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：環境都市分科会）
26日（月）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
27日（火）午 前 ９ 時 本会議（一般質問）
28日（水） 〃 本会議（一般質問）
29日（木） 〃 本会議（一般質問）

10月 ４日（火）午 前 ９ 時 議会運営委員会
午 前 ９ 時 45 分 予算決算常任委員会（座長報告・委員会採決等）
予算決算常任委員会閉会後 本会議（委員長報告・議案審議・閉会（散会））
本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
議会運営委員会終了後 議会報編集委員会

詳しくは
こちら

第３回（９月）定例月会議日程

　市議会では、市民に議会の様子を広くお伝えするため、本会議映像のイン
ターネット配信を行っています。
　配信方法は、議場の様子をそのままお伝えする「生中継」と、24時間いつで
も視聴できる「録画中継」の２種類です。また、スマートフォンやタブレット端
末からも視聴することができます。
　多くの皆様のアクセスをお待ちしております。

こちらから
アクセス

本会議はインターネットで
生＆録画中継しています！


